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第１ 教育委員会の事務の点検・評価制度 

 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により、平成20年度から、全ての教

育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表しなければならないことと

されました。また、点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用を図ることも規定されています。 

 本町教育委員会では、この法律に基づき、教育委員会の事務の点検・評価を行い、教育行政

サービスの質の向上と効率化を進めてまいります。 

 

(参考) 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (平成26年 6月 20日一部改正) 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任された事

務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）

を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これ

を議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用 

を図るものとする。
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第２ 教育委員会会議及び教育委員の活動 

 

１ 令和元年度の教育委員会会議開催実績 

日  時 議案・報告等 題  目 

H31.4.23 

報告第1号 
代理行為の承認について 

・学校医等の委嘱について 

報告第2号 
代理行為の承認について 

・府中町社会教育委員の任命及び委嘱について 

報告第3号 
代理行為の承認について 

・府中町公民館運営審議会委員の任命及び委嘱について 

報告第4号 
代理行為の承認について 

・府中町文化財保護審議会委員の委嘱について 

R1.5.14 

報告第5号 
代理行為の承認について 

・府中町教育支援委員会委員の任免について 

報告第6号 
代理行為の承認について 

・府中町学校運営協議会委員の任免について 

報告第7号 
代理行為の承認について 

・府中町いじめ防止対策推進委員会委員の委嘱及び任命について 

報告第8号 
代理行為の承認について 

・府中町図書館協議会委員の任免について 

報告第9号 
代理行為の承認について 

・合同訓令の一部改正について 

第1号議案 令和2年度に小・中学校で使用する教科用図書の採択基本方針について 

R1.7.2 

報告第10号 
代理行為の承認について 

・下岡田遺跡調査指導委員会委員の委嘱について 

報告第11号 

代理行為の承認について 

・付議事件に関する意見聴取について 

令和元年第3回府中町議会定例会 

    第 21号議案 消費税及び地方消費税の税率改定に伴う関係条例の整備

に関する条例の制定について 

    第 23号議案 府中町都市公園条例の一部改正について 

    第 28号議案 工事請負契約の締結について（府中南小学校便所改修工事） 

    第 29号議案 工事請負契約の締結について（府中公民館解体工事） 

第2号議案 府中町立学校施設の使用に関する条例施行規則等の一部改正について 

第3号議案 府中町幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部改正について 
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日  時 議案・報告等 題  目 

R1.7.23 報告第12号 
代理行為の承認について 

・府中町学校運営協議会委員の任免について 

R1.8.20 

第4号議案 平成30年度教育委員会事務点検評価・報告書について 

第5号議案 
令和元年第４回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等に対す

る意見について 

第6号議案 令和２年度に小・中学校で使用する教科用図書の採択について 

第7号議案 令和２年度に特別支援学級で使用する教科用図書の採択について 

R1.9.24 

報告第13号 
代理行為の承認について 

・府中町教育支援委員会委員の任命及び顧問の委嘱について 

報告第14号 

代理行為の承認について 

・付議事件に関する意見聴取について 

  令和元年第4回府中町議会定例会 

    第 31号議案 令和元年度府中町一般会計補正予算（第3号） 

    第 37号議案 府中町職員の給与に関する条例等の一部改正について 

第45号議案 平成30年度府中町歳入歳出決算の認定について 

第46号議案 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の 

施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

第47号議案 府中町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する 

条例の制定について 

報告第15号 
委任事務の報告について 

・揚倉山健康運動公園多目的広場整備（人工芝化）について 

R1.10.29 報告第16号 
代理行為の承認について 

・府中町文化財保護審議会委員の委嘱の解除について 

R1.11.26 

第8号議案 
府中町教育委員会事務局及び学校その他の教育関係職員の職の設置に関する規

則の一部改正について 

第9号議案 府中町図書館協議会委員の委嘱及び任命について 

第10号議案 
令和元年第 5 回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等に対す

る意見について 

R1.12.20 報告第17号 
代理行為の承認について 

・府中町社会教育委員の委嘱の解除及び委嘱について 
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日  時 議案・報告等 題  目 

報告第18号 

代理行為の承認について 

・付議事件に関する意見聴取について 

  令和元年第5回府中町議会定例会 

    第 50号議案 令和元年度府中町一般会計補正予算（第4号） 

    第 56号議案 府中町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す

る条例の一部改正について 

    第 57号議案 府中町職員の給与に関する条例の一部改正について 

    第 58号議案 府中町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条

例の一部改正について 

R2.1.28 － 教育長報告のみ 

R2.2.25 

第 11号議案 学校医等の委嘱について 

第12号議案 
選挙運動のためにする個人演説会等の施設の公営のために納付すべき費用の額

を定める規則の一部改正について 

第13号議案 
令和２年第１回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の議案等に対す

る意見について 

第14号議案 職員の行政処分に係る府中町職員懲戒審査会への諮問について 

R2.3.9 

第 15号議案 職員の行政処分等について 

第16号議案 職員の行政処分による退職手当の支給制限について 

第17号議案 
教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免

その他の人事について 

第18号議案 
令和２年第１回府中町議会定例会に提案される教育委員会関係の追加議案等に

対する意見について 

R2.3.18 

報告第19号 

代理行為の承認について 

・県費負担教職員（校長、教頭、総括事務長及び事務長）の任免その他の人事に

関して県教育委員会へ内申を行うことについて 

報告第20号 

専決処分の報告について 

・県費負担教職員（校長、教頭、総括事務長及び事務長を除く教職員）の任免そ

の他の人事に関して県教育委員会へ内申を行うことについて 

第19号議案 
教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免

その他の人事について 
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日  時 議案・報告等 題  目 

R2.3.24 

報告第21号 

代理行為の承認について 

・付議事件に関する意見聴取について 

  令和2年第1回府中町議会定例会 

    第 1号議案  令和元年度府中町一般会計補正予算（第5号） 

    第 4号議案  令和2年度府中町一般会計予算 

    第 16号議案 町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定に

ついて 

    第 17号議案 工事請負契約の締結について（府中公民館等改築工事） 

    第 18号議案 財産の取得について 

第20号議案 府中町スポーツ推進委員の委嘱について 

第21号議案 府中町教育委員会事務局の組織に関する規則の一部改正について 

第22号議案 
府中町教育委員会事務局及び学校その他の教育関係職員の職の設置に関する規

則の一部改正について 

第23号議案 教育長に対する事務委任規則の一部改正について 

第24号議案 職員の服務の宣誓における上級の公務員を定める規程の廃止について 

第25号議案 職員の出勤簿の処理規程の一部改正について 

第26号議案 府中町学校運営協議会規則の一部改正について 

第27号議案 府中町副食費の施設による徴収に係る補足給付事業実施要綱の制定について 

第28号議案 第２次府中町教育振興基本計画の策定について 
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２ 令和元年度の教育委員活動実績 

 

日  時 場  所 内  容 

H31.4.4 くすのきプラザ（府中町） 府中町教職員研究大会 

H31.4.9 
府中町立小学校（5校） 

府中町立中学校（2校） 

府中町立小学校入学式 

府中町立中学校入学式 

H31.4.15 

H31.4.19 

H31.4.17・20 

H31.4.20 

H31.4.26～27 

H31.4.27 

府中北小学校 

府中東小学校 

府中小学校 

府中南小学校 

府中中学校 

府中緑ヶ丘中学校 

府中町立小・中学校授業参観 

R1.5.25 府中町立小学校（5校） 府中町立小学校運動会 

R1.5.30 
アークホテル広島駅南 

（広島市） 
広島県市町教育委員会連合会定期総会 

R1.6.1 府中町立中学校（2校） 府中町立中学校運動会 

R1.6.5 
広島県自治総合研修センター

（広島市） 

令和元年度広島県女性教育委員グループ総会及び第1回

研修会 

R1.6.6 府中小学校 府中小学校ＰＴＣ 

R1.6.8 くすのきプラザ（府中町） 府中セミナー 

R1.6.21 

R1.6.22 

府中北小学校 

府中東小学校 
国際交流活動 

R1.6.26 府中小学校 府小っ子モーニングビュッフェ 

R1.6.27 府中南小学校 府中南小学校授業参観 

R1.7.18～19 山口県萩市 中国地区市町村教育委員会連合会研修大会 

R1.8.2 
府中市文化センター 

（府中市） 
全国コミュニティ・スクール研究大会inびんご府中 

R1.9.3 府中中学校 学校訪問 
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日  時 場  所 内  容 

R1.9.6 

R1.9.12 

R1.9.10～11 

R1.9.25 

R1.9.27 

R1.9.30 

府中北小学校 

府中小学校 

府中中央小学校 

府中南小学校 

府中東小学校 

府中中学校 

府中町立小・中学校授業参観 

R1.10.2 府中南小学校 防災キャンプ 

R1.10.4 若竹保育園 1日園長 

R1.10.18 府中小学校 府中中学校区公開研究会 

R1.10.19 府中中央小学校 府中中央小学校学習発表会 

R1.10.23 
アークホテル広島駅南 

（広島市） 
令和元年度広島県市町教育委員会教育委員研修会 

R1.10.26 府中緑ヶ丘中学校 府中緑ヶ丘中学校文化祭 

R1.10.29 府中北小学校 府中北小学校授業参観（教育委員会会議） 

R1.11.1 しまなみ交流館 他（尾道市） 令和元年度広島県女性教育委員グループ第2回研修会 

R1.11.1 府中南小学校 パブリックデー 

R1.11.2 府中中学校 府中中学校文化祭 

R1.11.5～6 
とりぎん文化会館 他 

（鳥取市） 
令和元年度市町村教育委員会研究協議会（第 2 ブロック） 

R1.11.7 府中緑ヶ丘中学校 府中緑ヶ丘中学校オープンスクール 

R1.11.16 府中小学校 府中小学校学習発表会 

R1.11.16 府中東小学校 府中東小学校東っ子発表会 

R1.11.16 府中北小学校 府中北小学校学習発表会 

R1.11.18・20 府中南小学校 府中南小学校授業参観 

R1.11.26 

他 

府中中学校 

府中緑ヶ丘中学校 
民間企業による運動部部活動指導の参観 
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日  時 場  所 内  容 

R1.11.30 くすのきプラザ（府中町） 
府中町家庭教育フォーラム 

安芸郡ＰＴＡ連合会合同研修会 

R1.12.6 くすのきプラザ（府中町） 総合教育会議 

R2.1.13 くすのきプラザ（府中町） 令和2年府中町成人式 

R2.1.16 府中中学校 府中中学校授業参観 

R1.1.22 府中北小学校 
小中連携教育充実事業第3回小中合同研修会 

（府中中学校区） 

R2.1.22 府中南小学校 府中南小学校授業参観 

R2.1.30 府中東小学校 府中東小学校授業参観 

R2.2.3 府中町役場 府中町長意見聴取 

R2.2.14 府中小学校 府中小学校授業参観 

R2.2.14 くすのきプラザ（府中町） ともに展 

R2.2.14 くすのきプラザ（府中町） 志を育む教育講演会 

R2.2.19 府中南小学校 府中南小学校授業参観 

R2.2.22 くすのきプラザ（府中町） 「家庭の日」作文入選者表彰式 
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第３ 評価の方法 

 

 

１ 施策の目標 

   「施策の目標」には何のために当該施策を行うのか、どのように行うのかを記入してい

ます。 

 

２ 取組みと成果 

   ねらいや目標達成のためにどのような取組みを行ったか、その結果どのような成果があ

ったかを記入しています。 

 

３ 自己評価 

（１） 必要性 

    現在の町民ニーズや社会経済情勢に照らして、事業の必要性があるかどうか、状況の

変化に対応しているかどうかを評価します。 

（２） 有効性 

    教育施策や運営方針にどの程度寄与しているかを評価します。 

（３） 目標達成度 

    目標の達成状況を評価します。併せて、目標の設定水準が適切かどうかも検討します。 

（４） 総合評価 

    各評価項目を勘案し、４段階総合評価を行います。 

Ａ  ねらいや目標は、十分達成された。 

Ｂ  ねらいや目標は、ほぼ達成された。 

Ｃ  ねらいや目標は、十分達成できなかった。 

Ｄ  ねらいや目標は、まったく達成できなかった。 

 

４ 課題と今後の方向性 

   今後の課題や問題点などについて、課題や問題点を明確にします。 
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第４ 主要施策の評価 

 

  １ あいさつ 感謝 志 を柱とした学校教育の推進 

   （１）信頼される学校教育の確立 

（２）社会を生き抜く力の育成 

   （３）志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成 

   （４）学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進 

   （５）児童生徒一人一人の自立を目指した就学支援の充実 

  ２ 学び合い生きがいを育む社会教育の充実 

（１）生涯各期に応じた学習機会の提供 

   （２）芸術・文化の普及・振興 

   （３）スポーツの振興 

  ３ 安心・安全で質の高い教育環境の整備 

（１）安心・安全で質の高い教育環境の整備 
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１ あいさつ 感謝 志 を柱とした学校教育の推進 

（１）信頼される学校教育の確立 

 ア 施策の目標 

 「府中町学校運営等についての調査検討委員会」の答申を受け、信頼される学校教育を確立するため、教職

員の意識改革を図るとともに、学校の教員と児童生徒及び保護者との間で十分なコミュニケーションを図れる

学校体制を構築し、改善策に取組みます。 

【評価基準】 令和元年度目標値 

①「学校の教育を信頼（満足）している」89.0%  

②「先生はあなたのよいところを認めてくれている」（小学校90.0% 中学校90.0％）  

③「子どもと向き合う時間が確保されている」80.0％ 

 Ａ：①各学校が実施する保護者アンケートの「学校の教育を信頼（満足）している」に対し肯定的な回答を

する保護者の割合、②「全国学力・学習状況調査」の児童生徒質問紙調査における質問項目「先生はあ

なたのよいところを認めてくれている」に対し肯定的な回答をする児童・生徒の割合、③県教委が実施

する「学校の業務改善に係るアンケート」の「子どもと向き合う時間が確保されている」と感じる教員

の割合が４項目で目標値を達成している。（４項目とは「学校教育を信頼している」小中学校、「よいと

ころを認めてくれている」小学校、「よいところを認めてくれている」中学校、「子どもと向き合う時間

が確保されている」小中学校とする。） 

 Ｂ：目標値を達成した項目が３項目である。 

 Ｃ：目標値を達成した項目が２項目である。 

 Ｄ：目標値を達成した項目が1項目以下である。 

 イ 取組と成果 

（ア）取組 

○教職員の意識改革・資質能力の向上を図る研修の充実 

○多様な目で指導、支援、援助、点検・評価する仕組み作り 

○学校と連携・協力・情報共有を緊密に行う体制整備 

（イ）成果 ※（ ）内は目標値との差 

質問項目 小学校 中学校 小中学校 

① 学校の教育を信頼している 93.８ 89.4 92.5(＋3.5) 

② よいところを認めてくれている 89.8(△0.2) 88.0(△2.0) 89.3 

③ 向き合う時間が確保されている 85.8 83.3 85.0（＋5.0） 
 

ウ 自己評価 

総合評価 Ｃ  

理  由 

保護者へのアンケート調査による「学校の教育を信頼（満足）している」の肯定的な回答、教

職員への業務改善アンケートの「子どもと向き合う時間が確保されている」の肯定的な回答は、

目標値を上回りましたが、児童生徒の「全国学力・学習状況調査」の「先生はあなたのよいとこ

ろを認めてくれている」の肯定的な回答は目標値を下回りました。 

 エ 課題と今後の方向性 

「よいところを認めてくれている」の肯定的回答は、中学校では年々増加しており、教職員が児童生徒と

向き合う時間を確保し、継続して教育の質を高めることで、信頼される学校教育の取り組みを推進していま

す。これまで以上に、児童生徒一人一人とのコミュニケーションを大切にし、信頼される学校体制の構築に

努めていきます。 
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（２）社会を生き抜く力の育成 

 ア 施策の目標 

 社会を生き抜く力を身に付けるため、知・徳・体のバランスのとれた「基礎・基本」を確実に定着し、他者

と協働して主体的に学ぶ児童生徒の育成を図ります。そのため、教職員の指導力の向上を図るとともに、児童

生徒一人一人に応じた指導を行うため、組織的な指導体制を確立します。 

【評価基準】 令和元年度目標値・・・広島県平均より５ポイント上回ること。 

 Ａ：全国学力・学習状況調査（以下「全国」）の教科に関する調査の結果（全５項目）のうち、５ポイント以上の

項目が３項目以上ある。 

 Ｂ：「全国」の教科に関する調査の結果において、４ポイント以上が３項目以上ある。 

 Ｃ：「全国」の教科に関する調査の結果において、３ポイント以上が３項目以上ある。 

 Ｄ：「全国」の教科に関する調査の結果において、２ポイント以上が３項目以上ある。 

 イ 取組と成果 

（ア）取組 

 ・各中学校区の「小・中学校教職員が協同で実施する研究組織」による小中連携の推進 

 ・授業改善の進捗状況確認のための各校教務主任・研究主任対象合同研修会の実施 

 ・各中学校区の研究成果を公開する公開研究会の開催 

 

（イ）成果（令和元年度） 

★全国学力・学習状況調査 

小

学

校 

 県 府中町 差 

 

中

学

校 

 県 府中町 差 

国 ６６ ７２ ＋６ 国 ７４ ７８ ＋４ 

算 ６８ ７２ ＋４ 数 ６０ ６３ ＋３ 

 
英 ５６ ５９ ＋３ 

 

     

ウ 自己評価 

総合評価 Ｂ 

理  由 
「全国学力・学習状況調査」の結果において、全５項目のうち、４ポイント以上が３項目以上

でした。 

 エ 課題と今後の方向性 

 「基礎・基本」の児童生徒質問紙調査における質問項目「なぜだろう、やってみたいと思う（課題の設

定）」での肯定的回答が小学校で79.9%（県80.7％）中学校で75.0%（県71.3％）であり、小・中学校教職員

が共同で実施する研究活動の成果が生かされ、主体的な学びが促進されていると考えられます。 

義務教育９年間における児童生徒の発達の段階に応じた系統性を踏まえた教育課程を理解し、課題設定や

導入の工夫を充実させ、授業改善を進めます。 
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（３）志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成 

 ア 施策の目標 

 社会の中で自己実現を図るために、自分を大切にし、志を持って夢へ挑戦し、学び続ける力を持つ児童生徒
を育成します。 

【評価基準】 令和元年度目標値・・・小学校82.0％ 中学校72.0％ 

Ａ：「基礎・基本」の児童生徒質問紙調査における質問項目「将来の夢や目標はかなうと思う。」（以下「将来

に関する質問項目」）に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が小中ともに目標値を達成している。 

Ｂ：「将来に関する質問項目」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が、小中いずれかが目標値を達成し

ていない。 

Ｃ：「将来に関する質問項目」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が、小中いずれも目標値を達成して

いないが小中いずれかが前年度を上回っている。  
Ｄ：「将来に関する質問項目」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が、小中いずれも目標値を達成して

おらず、前年度も下回っている。 

 イ 取組と成果 

（ア） 取組 

・児童生徒に将来の夢や仕事について考えさせ、社会の第一線で活躍する大人の姿を見せ、夢の実現に向か

い挑戦する気持ちを育てる「志を育てる教育」の推進 

・小・中学校生徒会執行部を対象としたリーダー研修会の実施 

・学校間連携加配教員や外国人指導助手を活用した外国語活動及び英語の授業の充実により、広い視野を持

ち、異なる文化を理解するとともに、違いを尊重し共に生きるための態度や能力の育成による「国際化に

対応した教育」の推進 

・ＩＣＴの活用により実現が容易となる「視覚化」「共有化」「試行の繰り返し」等を生かした授業改善等「情

報化に対応した教育」の推進 

（イ） 成果 
 「基礎・基本」定着状況調査「児童生徒質問紙調査」結果から  ※（ ）内は目標値との差 

項  目 
肯定的な回答の割合（％） 

Ｈ３０ Ｒ０１ 対前年増減 

将来の夢や目標はかなうと思う。 
小学校 87.4（＋5.4） 82.2（＋0.2） △5.2 

中学校 68.9（△3.1） 69.2（△2.8） ＋0.3 

                    ※県平均（Ｒ01） 小学校81.7％ 中学校67.3％ 

 ウ 自己評価 

総合評価 Ｂ 

理  由 
「将来の夢や目標はかなうと思う。」と肯定的に回答する児童生徒の割合は、小学校で県平

均を上回りましたが前年度を下回り、中学校では県平均及び前年度を上回りました。 

なお、目標値を達成したのは小学校のみでした。 

 エ 課題と今後の方向性 

 中学校は目標値を達成しませんでしたが、平成28年度以降、肯定的な回答がわずかながら増加し続けてお

り、小学校・中学校ともに県平均を上回りました。 

 小学６年生でのドリームナビゲーションの作成、中学２年生での「志を育てる教育」講演会の取組や小・中

学校生徒会執行部を対象とした志を育てるリーダー研修会、体験活動等において、児童生徒が将来の夢や仕事

について考え、志をもって挑戦する気持ちが育まれるよう内容の精選を図り、取り組んでいきます。 
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（４）学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進 

 ア 施策の目標 

 開かれた学校・信頼される学校を目指して、学校・家庭・地域が協働して教育する仕組みづくりを推進し、

学校・家庭・地域が目標を共有し、一体となって児童生徒の教育を推進します。 

【評価基準】令和元年度目標値・・・町内全７校にコミュニティ・スクールを導入し、肯定的回答が89.0％

以上 

 

 Ａ：保護者アンケート等で、「学校の教育を信頼（満足）している」の肯定的回答の目標値をすべての学校

が達成している。 

 Ｂ：「学校の教育を信頼（満足）している」の肯定的回答の目標値を４校以上が達成している。 

 Ｃ：「学校の教育を信頼（満足）している」の肯定的回答の目標値を２校以上が達成している。 

 Ｄ：「学校の教育を信頼（満足）している」の肯定的回答の割合が80％以下の学校がある。 

 

 イ 取組と成果 

（ア） 取組 

・地域の力を学校教育に生かすために学校運営協議会の活性化及び地域学校協同活動との連携 

・積極的な情報発信や文化・スポーツ等に関する地域の人材の活用 

・ホームページや学校だより等による学校の情報発信 

（イ） 成果 

 ・町内全７校でコミュニティ・スクールを導入している。 

 ・「学校の教育を信頼（満足）している」と答えた保護者の割合は７校平均92.5％で、７校中５校で目標値を

上回った。 

項  目 
肯定的な回答の割合（％） 

H３０ Ｒ０１ 

学校の教育を信頼している 9３.1 92.5 
 

 ウ 自己評価 

総合評価 Ｂ 

理  由 

 町内全７校でコミュニティ・スクールを導入しています。 

保護者へのアンケート調査による「学校の教育を信頼（満足）している」については、７校

中、５校で目標値を上回りました。 

 エ 課題と今後の方向性 

 保護者が「学校の教育を信頼（満足）している」と肯定的に回答する割合が平均すると92.5％でした。し

かし、２校で目標値を下回りました。 

今後も町内すべての学校の教育が信頼され、児童生徒が安心して通える学校、保護者・地域が児童生徒を安

心して通わせることのできる学校を目指し、保護者・地域と積極的に連携を図り、コミュニティ・スクールの

制度を最大限に活かしながら地域とともにある学校づくりを推進します。 
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（５）児童生徒一人一人の自立を目指した就学支援の充実 

 ア 施策の目標 

教育の機会均等を実現するため、児童生徒一人一人の自立を目指した就学支援の充実を図ります。また、
児童生徒一人一人に応じた支援により、生きる力を育成します。 
【評価基準】 令和元年度目標値・・・小学校86.0％ 中学校73.0％ 
 

 Ａ：「基礎・基本」の児童生徒質問紙調査において、質問項目「授業がよくわかる。」（以下「授業に関す

る質問項目」）に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が小中ともに目標値を達成している。 

Ｂ：「授業に関する質問項目」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が、小中いずれかが目標値を達

成している。 

Ｃ：「授業に関する質問項目」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が、小中いずれも目標値を達成

していないが、県平均はいずれかが上回っている。 

Ｄ：「授業に関する質問項目」に対し肯定的な回答をする児童生徒の割合が、小中いずれも目標値を達成

しておらず、県平均も下回っている。 

 イ 取組と成果 

ウ 自己評価 

総合評価 Ⅽ 

理  由 
「授業はよくわかる。」の設問に対し、肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学校が目

標値を0.5％、中学校も0.9％下回りましたが、小学校は県平均を上回りました。 

 エ 課題と今後の方向性 

スクールカウンセラーの配置時間を増やすことにより、相談活動の充実を図ることができました。その結

果、不登校の人数、日数が減少すると共に、学校全体での計画的な支援へとつなげることができるようにな

りました。 

今後も支援を必要としている児童生徒への早期の対応・予防的な指導が可能となるよう、スクールカウン

セラーやスクールソーシャルワーカーの配置、青少年教育相談員による教育相談及び教育支援員による一人

一人の障害の状態や発達の段階に応じた支援を図ります。また、新たに特別支援教育アドバイザーを配置

し、町内の特別支援教育体制の推進を図ります。 

 

（ア）取組 

・特別支援教育の考え方を生かした授業改善、個に応じた指導 

・青少年教育相談員及び学校生活・学習支援員による教育相談及び学習支援 

・教育支援員による一人一人の障害の状態や発達の段階に応じた支援 

・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置 

 

項  目 
肯定的な回答の割合（％） 

Ｈ３０ Ｒ01 対前年増減 

授業はよくわかる。 
小学校(国算理平均) 81.7（△4.3） 85.5（△0.5） ＋3.8 

中学校(国数理英平均) 74.7（＋1.7） 72.1（△0.9） △2.6 

（イ）成果  ※（ ）内は目標値との差 

                  ※県平均（Ｒ01） 小学校84.7％ 中学校75.9％ 
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２ 学び合い生きがいを育む社会教育の充実 

（１）生涯各期に応じた学習機会の提供 

ア 施策の目標 

生涯各期に応じた学習機会の充実を図るとともに、学習活動で得た成果をボランティア活動や地域の指
導者として生かす仕組みづくりを目指します。 
【評価基準】  令和元年度目標値・・・1,098 件 

１０年後（令和７年度）の目標値を現状の施設の利用状況等を勘案し、１，１１０件とし、現状値からそれを５年で平均的に

達成できるよう単年度の目標値とする。 

Ａ：生涯学習活動数の目標値を達成した。  
Ｂ：生涯学習活動数の目標値に対し達成率 97.5％以上 100％未満達成した。 
Ｃ：生涯学習活動数の目標値に対し達成率 95％以上 97.5％未満達成した。 
Ｄ：生涯学習活動数の目標値に対し達成率 95％未満達成した。 

イ 取組と成果 

（ア）取組 

ａ公民館活動事業 － 公民館活動グループの地域還元事業などの実施 

 ｂ図書館活動事業 － 図書館利用案内講座などの実施 

ｃ家庭教育の支援 － 家庭教育支援教室・「親の力」をまなびあう学習プログラム講座などの実施 
（イ）成果（※印が評価基準となる項目） 

ａ公民館活動事業 
・生涯学習活動数（公民館） 

公民館 ※ 
Ｈ３０ R01 対前年増減 

１，３１３回 １，１５３回 △１６０回 

・公民館活動グループの地域還元事業「学習ボランティア（府中公民館）」「１グループ１ボランティア（南公民館）」の実施 

公民館  
Ｈ３０ R01 対前年増減 

２，９７４人(９８回) ２，４０４人（７０回） △５７０人(△２８回) 

ｂ図書館活動事業 
・生涯学習活動数（図書館） 

図書館 ※ 
Ｈ３０ R01 対前年増減 

２８回 ３０回 ２ 

・図書館利用データ 

 Ｈ３０ R01 対前年増減 

入館者数 ２２１，８４０人 ２０９，５８２人 △１２，２５８人 

年間貸出冊数 ２８０，７６３冊 ２６４，９１４冊 △１５，８４９冊 

利用登録者数 ２９，９１３人 ３１，１６２人 １，２４９人 

蔵書冊数（雑誌除く） １０１，３７４冊 １０２，４６２冊 １，０８８冊 

図書購入冊数（雑誌除く） ３，５３１冊 ３，４０６冊  △１２５冊 

 ｃ家庭教育の支援 
 ・家庭教育支援事業の実施 

 Ｈ３０ R01 対前年増減 

受講者数 １，７２４人（７回） １，６４５人（８回） △７９（１回） 
 

ウ 自己評価 

総合評価 Ａ 

理  由 
生涯学習活動数（公民館・図書館）の目標値を達成しました。 
達成率１０７．７％（１，１５３＋３０＝１，１８３／１，０９８） 

エ 課題と今後の方向性 

 公民館では、学びの成果を地域へ還元するため、今後もボランティアの更なる発掘・育成に努めます。 
図書館では、利用者からの予約・リクエストの把握に努めるとともに、ニーズを踏まえながら蔵書の鮮度

を保ち、入館者数・年間貸出冊数の維持に努めます。また、引き続き学校との連携を強め、ボランティア活
動の場を提供し、児童の読書活動の推進を図ります。 
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（２） 芸術・文化の普及・振興 

ア 施策の目標 

 町内における芸術・文化活動を推進するとともに、文化財の保存と活用を図り、体験や学習による普
及・啓発を行います。 
【評価基準】  令和元年度目標値・・・465 人 

１０年後（令和７年度）の目標値を参加者及び活動者の状況等を勘案し、５１０人とし、現状値からそれを平均的に達成でき

るよう単年度の目標値とする。 

 

Ａ：芸術文化イベント参加者数及び活動者数の目標値を達成した。  
Ｂ：芸術文化イベント参加者数及び活動者数の目標値に対し達成率 90％以上 100％未満達成した。 
Ｃ：芸術文化イベント参加者数及び活動者数の目標値に対し達成率 80％以上 90％未満達成した。 
Ｄ：芸術文化イベント参加者数及び活動者数の目標値に対し達成率 80％未満達成した。 

イ 取組と成果 

（ア）取組 

 ａ芸術・文化活動の発表の場の提供 

ｂイベント・講演会等の開催 

ｃ府中町の歴史・文化財の普及・啓発 

（イ）成果（※印が評価基準となる項目） 

 ａ芸術・文化活動の発表の場の提供 

   ・あきふちゅう文化協会会員数 

会員数 ※ 
Ｈ３０ R01 対前年増減 

   ２９４人    ３４０人     ４６人 

   ・あきふちゅう文化協会主催「芸術祭」及び「作品展」の開催 

入場者計 
Ｈ３０ R01(※) 対前年増減 

１，３１５人    ０人 △１，３１５ 

   ※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため「芸術祭」及び「作品展」の開催を中止 

ｂイベント・講演会等の開催 

 ・府中セミナーの開催 

参加者 
Ｈ３０ R01 対前年増減 

９４１人 ５１７人 △４２４人 

ｃ府中町の歴史・文化財の普及・啓発 

 ・｢ふるさと再発見講座（まちの歴史アラカルト）｣の開催 

ふるさと再発見講座 ※ 
Ｈ３０ R01 対前年増減 

   １２５人 ８８人 △３７ 
 

ウ 自己評価 

総合評価 Ｂ 

理  由 
芸術文化イベント参加者数及び活動者数（文化協会会員数とふるさと再発見講座参加者

数の和）が目標値を下回りました。 
達成率９２．０％（３４０＋８８＝４２８/４６５） 

エ 課題と今後の方向性 

芸術・文化活動を継続・拡大するため、新規会員募集をしたところ、あきふちゅう文化協会へ新たに

１団体加盟されました。今後も高い文化レベルを追及するため、あきふちゅう文化協会への新たな団体

の加盟や既存の加盟団体への新規会員募集など地道な広報活動を行う必要があります。また、ふれあい

イベント、青年層向けなど各世代が参加しやすいイベントの開催・運営などの検討も必要です。 

府中セミナーにおいては、時代のニーズに添った魅力ある講師を招き、参加者数を減少させない工夫

が必要です。 

文化財保護においては、普及・啓発事業では開催内容や開催時期を工夫して参加者増を図るととも

に、町内の重要な文化財（特に古代山陽道の駅家が有力視される下岡田遺跡）の保護・活用も併せて進

めていく必要があります。 
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（３）スポーツの振興 

ア 施策の目標 

 生涯スポーツの拠点である社会体育施設の、積極的な活用を推進します。また、町民の健康・体力づく

りのための事業を実施するとともに、スポーツ団体への支援やスポーツ指導者の養成・研修を行い、スポ

ーツを振興します。 

【評価基準】  令和元年度目標値・・・398,750 人 
１０年後（令和７年度）の目標値を現状の施設の利用状況等を勘案し、４００，０００人とし、現状値からそれを平均的に達

成できるよう単年度の目標値とする。 

 

Ａ：社会体育施設等の年間利用者数の目標値を達成した。  
Ｂ：社会体育施設等の年間利用者数の目標値に対し達成率 97.5％以上 100％未満達成した。 
Ｃ：社会体育施設等の年間利用者数の目標値に対し達成率 95％以上 97.5％未満達成した。 
Ｄ：社会体育施設等の年間利用者数の目標値に対し達成率 95％未満達成した。 

イ 取組と成果 

（ア）取組 

ａ社会体育施設等の活用 

ｂスポーツ・レクリエーション活動の機会の拡充 

ｃスポーツ団体の育成・指導者の養成 

ｄ総合型地域スポーツクラブの活動支援 

 

（イ）成果（※印が評価基準となる項目） 

ａ社会体育施設等の活用 

 社会体育施設等の年間利用者数 

施設名      
利用者数 

対前年増減 
Ｈ３０ R01 

くすのきプラザ ６２，２８０人 ５９，８０５ △２，４７５ 

揚倉山健康運動公園 ３５，１０１人 ３４，７３８ △３６３ 

空城山公園 １０２，８１９人 ９６，２７６ △６，５４３ 

学校施設 １６１，００７人 １５１，７２７ △９，２８０ 

合   計 ※ ３６１，２０７人 ３４２，５４６ △１８，６６１ 

 ｂスポーツ・レクリエーション活動の機会の拡充 

・開放事業、スポーツ教室、トレーニング指導の実施、スポーツ文化活動参加助成金事業 

 実績…スポーツ教室（１種類、参加者総 28 人）、トレーニング指導（35 回 1,135 人）、助成（4人） 

ｃスポーツ団体の育成・スポーツ指導者の養成 

・府中町体育協会・スポーツ推進委員協議会の活動を支援し社会教育施設で主催事業を実施。 

  実績…体育協会主催ｲﾍﾞﾝﾄ（新型コロナウィルス感染症拡大防止対策のため中止）、 

スポーツ推進委員主催ｲﾍﾞﾝﾄ（参加者総計 259 人） 

ｄ総合型地域スポーツクラブの活動支援 

   ・「呉娑々宇スポーツクラブ」の事業運営を支援するため、社会教育施設利用の優先的配慮を実施。 

ウ 自己評価 

総合評価 Ｄ 

理  由 

揚倉山健康運動公園下段が災害復旧工事のため、7月末まで使用中止となり、かつ、新型

コロナウィルス感染拡大防止対策で２～３月イベントや施設使用中止となったため。 

達成率８５．９％（３４２，５４６／３９８，７５０） 

エ 課題と今後の方向性 

使用制限のある揚倉山健康運動公園上段多目的広場を活用できるよう人工芝に改修し、より多くの住

民に活用していただけるよう普及していきます。また、スポーツ推進の指針を明確にするため、スポー

ツ推進計画を策定します。 

総合型地域スポーツクラブの支援を図るため、委託業務を拡大し指定管理に向けた体制づくりを支援

していきます。 
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３ 安心・安全で質の高い教育環境の整備 
 
（１）安心・安全で質の高い教育環境の整備 

 ア 施策の目標 

 多様な学習活動に対応した機能的で質の高い教育環境の整備・充実に取り組むとともに、安心して学べる施

設・設備の改善・充実を図ります。特に、学校は、子どもたちが一日の大半を過ごす学習・生活の場であり、

非常災害時には地域住民の緊急避難場所としての役割も果たすことから、「府中町学校施設耐震化推進計画」に

基づき、優先的にその安全性の確保に努めます。 

  

【評価基準】  令和元年度目標値・・・（8施設） 

（内訳：くすのきプラザ及び町内小中学校） 

 Ａ：教育施設の耐震施設数の目標値を達成した。 

 Ｂ：教育施設の耐震施設数の目標値に対して達成率 90％以上 100％未満達成した。 

 Ｃ：教育施設の耐震施設数の目標値に対して達成率 80％以上 90％未満達成した。 

 Ｄ：教育施設の耐震施設数の目標値に対して達成率 80％未満達成した。 

 イ 取組と成果 

（ア）取組 

  平成29年度に評価基準の目標値である８施設の耐震化率100％を達成しています。 

令和元年度は、学校・社会教育施設等利用・整備マスタープラン等に基づき、府中南小学校便所改修工事、

府中緑ヶ丘中学校クラブハウス改築工事、府中東小学校及び府中北小学校の便所改修工事設計、府中公民館

等改築工事設計（実施設計）を実施し、府中公民館等解体工事に着手しました。 

（イ）成果 

教育施設の対象施設数 

年 度 Ｈ３０ Ｒ０１ 対前年増減 

目標値 ８施設 ８施設 — 

実績値 ８施設 ８施設 — 

達成率 １０0％ １００％ — 
 

 ウ 自己評価 

総合評価 Ａ 

理  由 

「府中町学校施設耐震化推進計画」に基づき、平成29年度末時点で教育施設の耐震施設数の

目標値８施設を達成しました。 

その他の課題についても学校・社会教育施設等利用・整備マスタープラン等に基づき上記取

組を実施しました。 

 エ 課題と今後の方向性 

 

 学校施設の耐震化工事、小中学校普通教室の空調設備整備を終え、トイレの洋式化を計画的に進めています。

しかし、校舎をはじめ、体育館、プール、給食棟の老朽化が進み、大規模な改修を必要とする施設が多くあり、

特別教室等の空調設備整備や照明のＬＥＤ化など設備面での課題もあります。 

さらに、老朽化した府中南公民館の耐震化の検討や体育施設の再編等、社会教育施設の充実も図っていく必

要があります。 

今後は、学校・社会教育施設等利用・整備マスタープラン等に基づいた施設等の改修・整備を計画し、必要

となる予算を確保して計画的に進めていく必要があります。 
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第５ 令和元年度の総括 
 
令和元年度に本町教育委員会が行った施策を総括すると、主な成果は以下のとおりです。 

 
■学校教育 【あいさつ 感謝 志 を柱とした学校教育の推進】 
 ○教職員の意識改革・資質能力の向上を図る研修や、多様な目で指導、支援、援助、点検・評価する仕組

み作り、学校と連携・協力・情報共有を緊密に行う体制整備を行いました。また、働き方改革を推進し、
児童生徒と向き合う時間を確保し、教育の質を高めようとする取組を継続して進めました。 

 ○各中学校区の「小・中学校教職員が協同で実施する研究組織」による小中連携の推進や、授業改善の進
捗状況確認のための各校教務主任・研究主任対象合同研修会の実施、各中学校区の研究成果を公開する
公開研究会の開催などの取組みを行いました。また、義務教育9年間の指導をより系統的に、また、ス
ムーズな小学校入学へつなげるために、幼保小の担当者会議を実施しました。 

 ○自分の夢や目標、周囲の人への思いをまとめたドリーム・ナビゲーションの作成や社会の一員としての
自覚を促すためのキャリアスタートウイークの実施、府中町にゆかりのある講師から生き方を学ぶ「志」
を育てる教育講演会の開催等により、児童生徒に将来の夢や仕事について考えさせ、夢の実現に向かい
挑戦する気持ちを育てる「志を育てる教育」を推進しました。また、外国人指導助手を活用した外国語
活動及び英語の授業の充実、英語検定受験に対しての検定料の助成により、広い視野を持ち、異なる文
化を理解するとともに、違いを尊重し共に生きるための態度や能力を育成する「国際化に対応した教育」
を推進しました。さらに、ＩＣＴの活用により実現が容易となる「視覚化」「共有化」「試行の繰り返し」
等を生かした「情報化に対応した教育」を推進しました。 

 ○地域の力を学校教育に生かすために学校運営協議会の活性化及び地域学校協同活動との連携を行い、積
極的な情報発信や文化・スポーツ等に関する地域の人材の活用、ホームページや学校だより等による学
校の情報発信など、学校・家庭・地域が協働して教育する仕組み作りを推進した結果、学校の教育を信
頼（満足）している保護者の割合は７校を平均すると92.5％と高い水準になっています。 

 ○発達障害専門性向上事業の活用により、特別支援教育の考え方を生かした授業改善を推進し、個に応じ
た指導の充実や、青少年教育相談員による教育相談、学校生活・学習支援員による学習支援、教育支援
員等による一人一人の障害の状態や発達の段階に応じた支援の充実を図りました。また、スクールカウ
ンセラーの配置時間を増やすことにより、相談活動の充実を図ることができ、その結果、不登校の人数・
日数が減少すると共に、学校全体での計画的な支援へとつなげることができるようになりました。 

■社会教育 【学びあい生きがいを育む社会教育の充実】 
 ○公民館では、定期活動者が自ら得た知識を地域へ還元する「学習ボランティア事業（府中公民館）」や「１

グループ１ボランティア事業（南公民館）」を引き続き実施しました。また、図書館では、利用者のニー
ズに応えるため図書等の資料を3,406冊購入し、図書館への来館を促して読書への関心を育み、子育て
を応援するため、大学生のインターンシップ研修生、子ども司書や一般ボランティアからの参加による
乳幼児親子等を対象とした読み聞かせ「おはなし会」を実施しました。 

 ○町民が様々な文化に触れる機会を提供するため、「府中セミナー」「ふるさと再発見講座」等、様々なイ
ベントを開催し、多くの参加者がありました。講座等により養成したボランティアガイドが所属してい
る「府中町歴史・文化財ガイドクラブ」を活用して、歴史民俗資料館において小・中学校の校外学習支
援を実施しました。また、下岡田遺跡の国史跡指定に向け、遺跡の性格及び価値付けを明らかにする第
１次から第１１次までの発掘調査を総括した下岡田遺跡発掘調査報告書Ⅰを刊行しました。 

 ○スポーツの振興については、新型コロナウイルス感染症対策により、全社会教育施設の貸出を中止し、
スポーツの支援ができなかった期間がありましたが、スポーツ教室、トレーニング指導や体力テストの
実施及びスポーツ団体やスポーツ指導者の活動の支援を行いました。 

■教育環境整備 【安心・安全で質の高い教育環境の整備】 
 ○「学校・社会教育施設等利用・整備マスタープラン」に基づき、府中南小学校のトイレ洋式化工事、府中

緑ヶ丘中学校クラブハウス改築工事、府中東小学校・府中北小学校のトイレ洋式化工事のための設計を
行い、児童生徒の学習環境の改善を図りました。また、府中公民館及び歴史民俗資料館の改築工事実施設

計を行い、解体工事に着手しました。 
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第６ 評価委員の点検・評価 
  
令和元年度教育委員会事務点検・評価について、令和2年7月17日にヒアリングを実施しました。 

平成30年度以前の事務点検・評価と比較し、諸施策の目標、評価結果の適切化とその根拠、今後の方向

性、令和元年度の総括などについて不明な点や疑問点について提起しました。後日、事務点検・評価の修

正箇所を確認しました。 

 その結果、令和元年度教育委員会事務点検・評価は適切であると判断します。 

 

学校教育では、「(1)信頼される学校教育の確立」においては、自己評価の総合評価が「C」となっていま

す。目標値に達していない項目は、「先生はあなたのよいところを認めてくれている、目標値90％」で

す。しかし、小学校H29：84.1→H30：89.9→R1：89.8、中学校H29：82.3→H30：86.1→R1：88.0と、多

少増減はしていますが、増加傾向にあり、継続した取組の成果は着実に定着していると言えます。 

このことは、他の施策の評価結果においても見受けられます。全国学力・学習状況調査結果では、小中

学校すべての教科において県平均を3から6ポイント上まわっており、数年、概ね同様の結果が得られて

います。また、広島県「基礎・基本」の質問紙調査項目の「なぜだろう、やってみたいと思う」への肯定

的回答が小学校79.9％(県80.7％)、中学校75.0％(県71.3％)であり、主体的に学ぶ姿勢を身に付けた児

童・生徒の育成においても成果が見られます。一方、課題としては、「志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の

育成（総合評価Ｂ）」における取組が断片的なその場限りの活動とならないように、小・中学校が連携して

府中町小中学校の特色ある活動として充実させていくことがあげられます。 

以上のことから、数年継続して取り組んできた教職員の意識改革・資質能力の向上を図る研修や働き方

改革を進め、小中学校が連携した組織的な運営及びコミュニティー・スクールの全学校実働化と保護者・

地域連携等について、総合的に信頼される学校づくりの推進を積み重ねてきたことが成果として定着して

きていることが言えます。 

社会教育については、生涯学習活動数が1,183件で、前年度より158件減少していますが、目標値

1,098件を上回り、「Ａ」評価となっています。しかし、公民館活動グループの地域還元事業においては、

70回と前年度より28回減少し、活動人数は2,404人で、570人減少しています。図書館活動では、前年度

より、利用登録者数の1,249人増に対し、入館者数12,258人減、貸出冊数15,849冊減となる等の課題が

あります。一方、芸術・文化活動の継続・拡大を目的として新規会員を募集した結果、あきふちゅう文化

協会会員数は340人で前年度より46人増となりました。数年の課題である活動団体の減少と次世代の育成

に対し、積極的に子ども司書・中学演劇部のお話会等の児童生徒によるボランティア活動等に加えて、青

少年層によるダンス・バンド等のイベントやボランティア活動、高齢者や地域の方々との交流活動などの

場を設けるなど、郷土を愛し住みよいまちづくりを志す児童生徒、青少年層の育成を推進されることを期

待します。 

 今後も、目標や取り組みが形骸化することがないように、学校教育と社会教育とがそれぞれの今回の点

検・評価の成果と課題を共有し、連携した取組によるさらなる充実と発展を期待します。 

 

令和2年8月 

評価委員 

          比治山大学現代文化学部子ども発達教育学科 

教授  山田 惠次  
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